





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































治本の旅と詩文交流―旅立ちから東海道を経て越前滞在まで―」 （ 『武庫川国文』第八十号、二〇一六年） 、 「王治本
　
明治十五、 六年の北陸漫遊と














 王暁秋『近代中日文化交流史』 （中華書局、一九九二年）中編、第七章、第三節「漫歩覧勝蓬萊島」 、大庭修・王暁秋編、日中文化 史叢書第一巻『歴史』 （大修館書店、 一九九五年） 四章三 ２「民間人士の日本紀行」 、及びその中国語版である王暁秋・大庭修主編『中日文化交流史大系
　
歴史





その名が汝修 仁爵 も） 、
斝
侯はその字。十三年に来日、十五年二月か






























 高龍寺は台町（現船見町）にある曹洞宗の寺。臥牛山は函館山 こと。大森は函館東方の海浜。立待は函館山の南東に突き出ている岬。公園は函館公園のことか。８ 清水憲朔・大西剛編『はこだてと外国人居留地』街並・文化編（ こだて外国人居留地研究会、二〇一三年）十頁。９ 河野常吉編著『北海道史人名字彙』上、北海道出版企画センター一九七九年。





年を中心として」一五一頁。17 田宮覚「清国書家の来越（明治十六～十七年）―徐晏波と王治本を中心として―」 （ 『新潟県文人研究』第六号 二〇三年） 十五～七十六頁。
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猶今之視昔」は王羲之の「蘭亭集序」の語句。25 三月二十五日と三十一日の『函館毎日新聞』詞壇には、二十五年九月、秋田訪問中の王治本 巖谷 六が佐藤謙堂と男鹿へ吟行した時の作品のうち、一六の作 みが掲載されている。王治本は、詩は掲載されず、一六作に対する評 み掲載されている。当時 この欄の担当者 山田加陽（一八六一～？）だった。この点に関して、詳細は拙稿「巖谷一六と清国文人王治本・陳雨農との交遊」 （ 『書論』第四十三号、二〇一七年）七十四頁に述べた。
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